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「 そよ風通信」 創刊に寄せて
愛知県医療療育総合センタ ー総長

安 藤　 久 實

　 こ のたび、愛知県医療療育総合センタ ーの広報誌「 そよ 風通信」を 発行する 運

びと なり まし た。こ れまでは「 コ ロ ニーだより 」及び「 中央病院だより 」から 様々な

情報発信をし て参り まし たが、今後は本誌を 通じ て患者さ んや利用者の皆さ ん、

そし て地域の皆さ んへより 多く の情報をお届けいたし ます。

　 心身の発達に障害のある 方々が明るく 幸せな生活を 営むこと ができるよう 、障害児者のための総合的な福

祉総合施設とし て全国に先駆けて設置さ れた愛知県心身障害者コ ロニーは、平成3 1 年3 月に「 愛知県医療療

育総合センタ ー」と なって新たな門出をし まし た。

　  コ ロ ニー開設から５０ 年が経過する 中で、障害者福祉のあり 方が「 施設福祉」から「 地域福祉」へと 大きく 転

換さ れまし た。一方、少子化が進行し ているにも かかわら ず、低出生体重児の出生数増加に伴う 医療的ケア児

は年々増加し ており 、また、小児への虐待も 増加し て大き な社会問題と なっ ています。そのよう な 時代背景の

中において、愛知県医療療育総合センタ ーは、児童精神科、遺伝診療科、小児歯科、小児外科、小児整形外科、

また療育支援部門や発達障害研究所など 、他の障害児者施設や福祉施設にはない特徴と 、熱き 情熱と 技を 合

わせ持っ た多く の人材を 有し て おり 、「 障害児者の医療と 療育、地域生活支援およ び障害研究の拠点セン

タ ー」とし ての役割を 今まで以上に果たす事が期待さ れています。

　  愛知県医療療育総合センタ ーでは、コ ロ ニーが5 0 年にわたり 培ってきたノ ウハウを 生かし つつ、県内の障

害児者に関係する 機関や施設と 連携をと り ながら 、障害児者と そのご 家族の期待に応える べく 、職員一同一

丸と なっ て頑張る 所存であり ます。皆様には今後共更なるご 支援を 賜り ますよう 、よろし く お願い申し 上げま

す。

　 また、こ の「 そよ 風通信」が皆さ んと の架け橋と なれるよう 、より 一層充実し た紙面づく り を 目指し ていき た

いと 思いますので、ご 意見・ ご 要望等ござ いまし たら お寄せいただければ幸いに存じ ます。
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新任医師紹介

Hel l o!  Doct or

今年度中央病院に着任し た３ 名です。

よろしく お願いし ます。

中央病院から のご挨拶
愛知県医療療育総合センタ ー副総長兼中央病院長

吉田　  太

　 心身障害者コ ロ ニーとし て 長らく 県民の皆様に親し まれてき た当施設は、平

成３１ 年３ 月より「 愛知県医療療育総合センタ ー」とし て全面開所いたし まし た。

それに伴い、中央病院は「 愛知県医療療育総合センタ ー中央病院」とし て建物も

一新さ れ、組織も 改編さ れたと こ ろ です。障害のある 方への高度で 専門的な 医

療の提供、かつ広域的な支援に特化し 、地域で 生活する 障害児者の皆さ んが必要に応じ て専門的な医療・ 療

育を受けら れる拠点施設であること に変わり はありません。

　 一方で、従来の紙カ ルテから 全面的に電子カ ルテシステムの導入、病院医事課部門のセンタ ー運用部への

統合、こ ばと 学園の病院組織一体化、精神科関連の外来およ び入院部門が本館棟３ 階に集約さ れるなど 、特に

運用面では大きな変革があり まし た。今年の４ 月末で平成の時代が終わり 、５ 月１ 日から は「 令和元年」と なり ま

し たが、期せずし て「 コ ロニー」も「 新センタ ー」へと 生まれ変わること になった訳です。

　 組織が新し く なる 際には従来の皮から 脱皮する 事が求めら れ、それに伴う 痛みも あり ます。利用者の皆様か

ら「 コ ロニーは新し く なったが、建物はいいのにサービ スが低下し た」と お叱り の言葉を 受けないよう に職員一

同頑張っていると ころです。

　 実際には、例えば「 駐車場が遠く なってスペースも 足り ない」「 外来フ ロアが広く なったのはいいが看護師さ

んの顔が見え辛く なった」「 携帯電話が1 階外来で通じ にく い」等々、様々な声を 頂いており ます。駐車場に関し

ては、今後センタ ーのⅢ期工事とし て旧建物の取り 壊し 、病院前に新たな大駐車場の整備が予定さ れており 、

今し ばらく はご 不便をかける事と 思います。何卒ご 理解、ご 協力賜れば幸いに存じ ます。

　 当院の何より の財産は「 職員一人一人が障害のある 方に寄り 添って支えていこう と する心意気」にあると 思

います。合理的、先進的な医療の質を 保ち つつ「 温かな、前向き なモチベーショ ン 」がキープ できるよう な組織

を目指し 、患者の皆さ んに「 頼り にさ れる 病院」であり 続けたいと 願っております。

　 今後と も どう かよろしく お願い申し 上げます。

整形外科

門野 泉

こ の度 、６ 年 ぶり にリ ハビ リ

テーショ ン 室長と し て 赴任い

たし まし た 。前職で は名古屋

大学リ ハビリ テ ーショ ン 科に

て 診療・ 教育に 勤し み、整形

外科診療以外にも 得意と す

る 分野のバリ エ ーショ ンを 増

やし て帰って参り まし た。こ の

６ 年半の間も 非常勤医師とし

て 週１ 回勤務し て おり まし た

ので、コ ロニーから 全く 離れたこと はなかったはず

なのですが、新センタ ーへの再編、引っ 越し 、電子

カ ルテ 導入と 新し いこ と ばかり で 、全く 新し い 病

院に赴任し たよう な 感覚に陥るこ と も あり ます。

新センタ ーのリ ハビリ テーショ ン 科の運営を 円滑

に進め、障害児者診療への更なる 貢献を 目指し た

いと 思っ て おり ます。よ ろし く お 願い 申し 上げま

す。
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児童精神科

山田 信之

はじ めまし て。こ の度、2 0 1 9 年４

月から 当院子ども のこ こ ろ 科に

着 任し まし た（ 前 職 場： 刈 谷 病

院）。児童精神科医とし て成長で

き る よ う に、また 、子ど も たち の

楽し い 生活に少し でも 貢献でき

るよう に日々研鑽を 続けます。よ

ろし く お願いし ます。

1 9 6 8 年（ S4 3 年）1 1 月、青森市

生まれの5 0 歳です。

居住地： 青森市→名古屋市→東京都目黒区→松本市

→十和田市→郡山市→茅ケ崎市→京都市→小浜市

→刈谷市→春日井市（ 現在）　

趣味： 海外旅行（ バック パッ カ ーで世界４０ か国）。

野球観戦（ 阪神タ イガースファン 歴３５ 年）。

映画鑑賞（ 年１００ 本以上）。

読書、音楽鑑賞、昭和プ ロレス観戦、ロ ード バイク 、サ

ウナ、ラ ーメ ン・ ビ ール・ ワイン 好き 。

麻酔科

伊藤 秀和

出身地は奥三河の東栄町

です。４ 月より 麻酔科の責

任者と し て 赴任し まし た。

セ ン タ ー 開設のタ イ ミ ン

グで 赴任と なり 、真新し い

手術室と 機器に囲まれて

仕事で き る こ と に 喜びを

感じ ています。

　 私のモット ーは「 安全で

継続可能な 周術期管理」

です。昨今の我が国は、短期的に結果が見込ま

れる分野に予算と 人材、そし て現場の意識まで

も が集中し ており 、私はその風潮に危う さ を 感

じ ています。収益、効率化、予算削減の名目の

もと 、当センタ ーで手術を 受ける患者様の安全

が脅かさ れること がないよう 、正確な周術期管

理と 手術室の環境整備に努めます。

中央病院では、平成３１ 年３ 月より「 医療情報システム(電子カルテ)」を 導入し まし た。

システム導入後半年が経ちまし たが、新し いシステムの導入によって何がどう 変わったのかをお伝えし ます。

　 電子カ ルテ導入に伴い、予約時間枠を１ 時間単位から３０ 分単位

に変更し たこと で、特定の時間帯に予約が集中し なく なり 、待ち 時

間の短縮につながるシステムにし まし た。

時間予約枠の単位を 変更し まし た

　 総合受付のカウンタ ーが旧病院に比べて広く なり まし たので、新

患、再来、会計など 受付の位置を あえて 固定化せずに、例えば、混

雑する 時間帯は、再来受付を 対応する 人数を 増やし たり 、カ ウン

タ ーにある 電子カ ルテ の端末が全て 使用中の場合でも 医事事務

室内の端末で 対応するなど 、医事スタッ フ による 機動的な 対応が

できるよう になり まし た。

総合受付が機動的に

　 こ れまでは、カ ルテなど 紙ベースの情報が主体でし たが、電子カ

ルテ 導入後は、いつでも 端末の画面上で 同じ 診療情報を 確認でき

るよう になっ たため、医師、看護師など 各職種のスタッ フ 間の情報

共有や伝達がより スムーズに行う こと ができるよう になり 、医療の

質の向上につながり まし た。

質の高い医療の実施

今後も 、外来診療がより スムーズに

行われ、患者サービ ス が向上するよ

う に、スタッフ 一同努めてまいります。

医療情報システム導入から ６ か月

～システム導入でこ こ が変わっ た！～

県産材を 使っ た温かみのある カ ウン タ ー

外来ロ ビ ーで は職員が常駐し 、

患者さ んへのご 案内や対応を し て いま す
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療育支援センタ ーのご案内

　 療育支援センタ ーは、医療療育総合センタ ーの地域療育支援部門とし て、旧コ ロ ニーはるひ台学園（ 福祉

型障害児入所施設）の機能に加え、地域療育の充実に向けた広域的で専門性の高い支援を 実施するため、こ

の３ 月から 新たな一歩を踏み出し まし た。

　 医療療育総合センタ ーの三本柱は「 医療」「 療育」「 研究」ですが、ここ ではその中の療育部門を 支える 療育

支援センタ ーについて紹介し ます。

　 療育支援センタ ーは、次のと おり 、主に在宅支援を 担当する 地域支援課と 、入所支援を 担当する 児童療育

支援課から 構成さ れています。

　 地域支援課は、旧コ ロ ニーの各部署から 専門的知識や技術を 有する 職員が集結し 、結成さ れた課です。所

属職員の担当する業務は多岐に渡り ますが、私たちは、当センタ ーをご 利用さ れる 皆様お一人おひとり に寄り

添いながら 心をひと つにし て、皆様のより よ い暮らし の実現に向け、日々の研鑽に努めて参り ます。センタ ー

ご 利用の際は、どう かお気軽にお立ち 寄りく ださ い。

　 それでは、地域支援課の３ つのグループを 紹介し ます。

地域支援課 ≪本館棟１ 階≫

　 児童精神支援グループ は、主な業務とし て

❶主に子ども のここ ろ 科に通院・ 入院し ている

　（ お子様の）ご 家族から の相談

❷地域の医療関係者を 対象とし た医療研修事業

❸実習生・ ボラ ンティ アの受け入れ等

　 を担当し ています。

　 皆様よろしく お願いし ます。

児童精神支援グループ

　 私たちのグループ では、

❶中央病院こ ばと 棟利用に関するご 相談

❷退院後の生活に関するご 相談（ 看護相談）

❸中央病院の短期入所・ レスパイト についてのご 相談

❹その他、在宅生活でのお困り 事に関するご 相談

　 等の業務を行っています。お気軽にお声がけく ださ い。

　 よろしく お願いし ます。

心身障害者支援グループ

笑顔を忘れず
対応し ます

家庭での生活を
支援し ます

そ
よ
風
通
信
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　 はるひの家では、お子さ んの特性に適し た個別支援計画を 作成し 、基本的生活能力と 社会生活の向上を

図っています。新し く なった「 はるひの家」の室内や療育活動の一部を 紹介し ます。

児童療育支援課（ はるひの家（ 福祉型障害児入所施設、 旧はる ひ台学園））≪本館棟２ 階≫　

　 私たち「 発達障害・ 療育支援グループ 」では、障害の理解を 深め、支援の輪を広げるために、「 障害児等

療育支援事業」「 あいち 発達障害者支援センタ ー」「 親子療育の家」の３ つの事業を 行っています。

具体的には、

❶支援者向けの研修

❷ご 本人やご 家族（ 支援者）を 対象とし た相談

❸県内の事業所や保育園、学校等に直接伺っての

　 助言や事例検討

❹障害がある方が地域で安心し て生活するための

　 体制整備に向けた取り 組み

❺親子療育の家の運営

　 以上が主な事業と なっており ます。

　 お気軽にお声がけく ださ い。

発達障害・ 療育支援グループ

理解と 支援を
広げます！

はるひの家では小規模（ 5 ～7 人）な

ユニット 方式で生活し ています。

１ 人1 人に個室があります。

プレイルームがあります。ボールプールや

大きなビ ーズクッショ ン 、コク ーンやマット

があり 、余暇時間に体を動かし たり 、

リ ラックスすること ができます。

Ｍｙ  Ｒｏ ｏ ｍ

幼児は、「 あさ の会」で日付や天気を

確認し 、絵本の読み聞かせや手遊び

をし ます。集団の活動や、集中し て

取り 組むことを学んでいきます。

あさの会

こ ども会議

Ｐｌ ａｙ  Ｒｏ ｏ ｍ

レクリ エーショ

ン や長期休暇

中の活動内容

な ど 、自 分 た

ちのやり たいことを「 こ ども 会議」で話し 合いま

す。司会や書記を 自分たち で 分担し て 務めま

す。ここ での意見をもと に計画を立てます。
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　 発達障害を 微視的（ ミ ク ロ ）レ ベルから 巨視的（ マク ロ ）レ ベルまで五つの階層に分け、それぞれに対応し た

五つの研究部門において研究を 進めます。

　 遺伝子医療研究部門には遺伝子の本態であるゲノ ムの解析や遺伝子の入れ物である 染色体の解析の専門

家が、分子病態研究部門には生物の主要な 構成分子であるタ ン パク 質の機能解析の専門家が、細胞病態研

究部門には細胞およ び組織培養の専門家が、障害モデル研究部門にはモデル動物であるマウスの解析の専

門家が、そし て障害システム研究部門にはヒト から 得ら れる 臨床生理学的データ 解析の専門家と 障害者支援

システムの専門家がおり 、それぞれの研究部門の特色に応じ た研究を進めています。

発達障害研究所の体制

発達障害研究所から のご挨拶
発達障害研究所長

中山　 敦雄

　 心身障害者コ ロニーから 医療療育総合センタ ーへの再編に伴い、発達研究所

も こ れまで の地上５ 階、地下１ 階の独立し た建物から 、新セン タ ー本館棟５ 階に

引っ 越し まし た。スペースとし て手狭になったこと は否めませんが、部品がなく 修

理不能な空調や、老朽化配管から の水漏れ、ガス漏れに悩まさ れること も なく な

り 、よう やく 快適な環境で研究に励むこと ができるよう になり まし た。

　 再編では研究所の組織再編も 実施さ れ、こ れまでの７ 学部（ 遺伝学部、神経制御学部、発生障害学部、周生

期学部、病理学部、機能発達学部、教育福祉学部）から５ 研究部門に体制を 変更し まし た（ 下図参照）。

各階層に対応し た研究部門マクロ

ミ クロ

発達障害

ヒト ～社会

モデル動物

細胞～臓器（ 脳）

分子（ タンパク）

遺伝子

障害モデル研究部門
障害モデル動物の作製と 解析、行動異常等の

個体レベルでの異常解析と 改善方法の探索

細胞病態研究部門
機能分子の異常により 引き 起こさ れる 神経

系細胞や脳の異常解明と 修復方法の探索

分子病態研究部門
遺伝子異常の結果とし て起きる 機能分子

（ タ ン パク ）の異常解明と 薬物療法の探索

遺伝子医療研究部門
発達障害の主たる原因である遺伝子異常の

解明と 治療戦略の探索

障害システム研究部門
臨床生理的、臨床画像的な発達障害者の

異常解明、社会的支援システムの研究
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　 研究は難し く とっ つき にく い印象を 持たれますが、研究所職員は皆、気さ く で親切です。利用者の皆さ まや、

他部門の職員の方々も５ 階の研究所を気軽に訪れて、疑問を投げかけていただければと 思います。

Ｔ
Ｅ

Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｏ

　
Ｋ
Ｉ

Ｄ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｎ
　

Ｈ
Ａ

Ｙ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ

障害システム研究部門

高次脳機能研究室室長

　 　   木田　 哲夫

遺伝子医療研究部部長　 　 　

　 　   　 林　 　 深

　 4 月1 日付で 発達障害研究所障害システム研究部門高次脳機能研

究室の室長に着任し まし た、木田哲夫です。乾幸二部長の下、発達障

害児・ 者の高次脳機能、特に注意や意識の病態生理を 解明する研究を

立ち 上げよう と し ており ます。こ れまでは脳波や脳磁図を 始めと する

非侵襲的脳機能評価法を 用いて、認知・ 運動・ 情動等の様々な脳機能

を 検証し てきまし た。本研究所では、こ れら の手法を 用いた発達障害

研究に取り 組む機会を 与えて頂き 、大変感謝し ており ます。

　 こ れと いっ て 趣味と いう ほど のも のはないのですが、こ こ 数年はメ

ダカ 飼育がマイブ ームです。昨年、実家から 1 5 匹ほど の幹之（ みゆき ）

メ ダカ を 分けても らっ たのが始まり です。現在、産卵期まっ ただ中で 、

2 0 匹ほどの稚魚が産まれまし た。青白く 光るメ ダカ たち が優雅に泳ぐ

姿を 見ていると 、と ても 心が癒さ れます。

　 生まれは岩手で 育ち は栃木、大学が東京でそのあと の仕事は関東

近辺なので、こ のたびご 縁のできた愛知県に至るまで南へ西へと 旅を

し てきたこと になり ます。こ の途上で小児科医とし て働き はじ め、遺伝

医学の研究に関わるよう になり 、ついでに北米はコ ネチカット に洋行

し て神経科学の基礎を 学んできまし た。いさ さ か落ち 着き のない長旅

の理由を 大きく 言えばいわゆる 遺伝性疾患、ヒト が生命の薄明から 携

えてきたも ののなかに原因の存するさ まざまなすがたかたち の理由を

なんと か探り 当ててみたいと いう こと になり ましょ う か。生命科学の隆

盛著し い当節と も なればたちどこ ろ に明ら かになると みえてさ にあら

ず、生命の複雑はそう 簡単に私ごと き の浅知恵を 近寄ら せてはく れま

せん。

　 勤まるだろう かと 不安を 抱えて春日の丘を 登り き た五月の半ば、頂

には無類に涼し い風が吹いていて、研究所の皆さ んに病院の皆さ ん、

わけても 利用者の皆さ んやそのご 家族にお目にかかり 、こ こ でよ い仕

事をし な ければバチが当たる なと 思いまし た。至ら ぬと こ ろ 多々ある

かと 存じ ますが何卒ご 海容に、今後と も よろしく お願いいたし ます。

たずさ

いただき

はく   めい

発達障害研究所 新任研究員紹介
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ト ピックス

看護師の仕事を 間近で 見て肌で 感じ るこ と ができ た貴重な１ 日と

なり まし た。患者さ んに寄り 添い、ケアをし ていた姿がと ても かっこ

よく 、看護師になり たいと いう 気持ち が強く なり まし た。

看護師の方々が優し く サポート し てく ださ っ て 、と ても 助かり まし

た。利用者の方と もっと コミ ュニケーショ ンをと れるよう に自分から

話し かけにいく 力をつけていきたいと 思いまし た。

最初は少し 緊張し たけど 、すぐ に子供たち がなついてく れてなじ むこ と ができまし た。一緒に

アイロンビ ーズをし た時に「 完成し たね！」と ハイタッ チをし てく れたり 、「 今日は楽し かったよ！」

と いってく れてやり がいを感じ まし た。子供と 触れ合う 看護の仕事も いいなと 思いまし た。

　 中央病院にて「 高校生１ 日看護体験研修」を 開催し まし た。普段は

学生服の高校生の皆さ んも 、こ の日は看護師の制服に身を 包み、看

護の現場を 体験。

　 体験研修に参加し ての感想を寄せてく れまし たので一部紹介し ます。

8 /7・ 2 2

高校生１日看護体験研修

医療療育総合センタ ーになって最初のこ ばと 夏祭り を開催し まし た。こ ばと 棟以外の病棟の患者さ んも 参加で

きるよう 、午前と 午後の2 部制にし 、みんなで楽し みまし た。

7 /2 8

こばと 夏祭り 開催！

風船釣り 、コ ロコ ロゲームで景品ゲット！保護者会からも

ジュースと 綿菓子の寄付を頂き 、皆さ ん笑顔です＾ ＾

のど自慢では皆さ んが美声を披露し てく れまし た。

若い患者さ んは新し いカラオケがなかったので

アカ ペラ で！

職員が扮し た獅子舞いで、

センタ ーの患者さ んや

利用者の皆さ んの無病息災

を願ってく れまし た。

ご 利益はいかに？

夏祭り と 言えば盆踊り！「 掘って掘ってまた掘って♪」

炭坑節を保護者、利用者、職員で踊り まし た。

また、高校生ボランティ アが揃いのハッ ピ で祭り を盛り

上げてく れまし た。
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